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SVNOPS書S:The diode-laser RM-C討!idar has　紬e characteristics of the portab!1ity and easy

わamd‖11g｡ This beneず拍　was used for　的e　もempora‡ and spatial varia侶on measurement of a

roaかS妻de dust d岳Sも再bution｡ Dispersion oず　the llie powder stirred up by a car was meas-

isred in a　もunne苛, and　紬e decay ti悶e of dusもi雨ens沌y was obtained. The temporal and spa一

七ial variation oず　もhe dusも　汗沌ens摘y aiong the heavy-duty road was a一so observed.

半事体レーザー擬似ランyム変調C＼即ライダー(DL-RM-CWライダー)装置の動作特性や大気境界層

構造や視程などのフィールド計測への応屑については既に報告した1㌦　ここでは､ RM-CUライダーの

携帯性を利関して､書､ンネルや道路において転勤牽走行に伴う粉塵の拡散の観測について報告する｡

自動車竜行に伴う道路沿道の大気汚染状況の調査についてはこれに関連する報告として局地的な汚染

状況2)やトンネル内の排ガス3)の実態のフィールド調査､道路から喝辺地域への拡散状況のライダー

観測小などが報告されている｡ここではDL-RM-CWライダーを岡いた次の2つの観測を報告する:

登.舞い上がり粉塵の移流: E場所コ　東京港第2航路海底トンネル(昭和62年2月22日)｡

Ⅱ.沿道方向の道路粉塵の時間変化の観測: [場所]板橋区大和町交叉点(中山道と環状7号線)(昭和

61年12月8日-12日)｡

こ装置二3　半導体レ-翠-を光滴とするライダーは､半導体レーザーパワーや望遠鏡口径など改良が加

えられ､次に製作された改良機5)では昼間でも測定できるようになっ免が､この観測では前回日と同

じものを健周している｡観測時のレーザー送信出力は､ IOmW(コリメーター通過後)であった｡ 60nsの

時間幅の且2次の門系列擬似ランダムコードで変調きれており､780nntの波長でほぼ単一モードで発振して
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Fig.2 Time sequentia一 spatial distribution data of

stirreかup lime powder measured by iidar.

F射S血at廟Of car s七両ed-up dus七両spers血measure脚もin a tunnei.
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いる｡望遠鏡は口径15cm,蕪点距離は1.5raであり,撹

野角は約1mradで使用したO

[観測方法コ　昔の海底トンネル内の実験では､日曜

日の午後閉鎖したトンネル内の舟底状の道路に治っ

てライダーを設置し､道路上lmXIn,2個所に撒かれ

た石灰粉が自動車(1台)の走行によって持上げられ

て生じた粉塵の移流を積算時間5秒､休止時間1秒の

喝鞘で測定した(園i)｡ nの板橋区大和田交叉点で

は中央分離帯にライター装置を設置し､中山道方向

に泊って粉塵感度空間分布を積算時間5秒､間隔17秒

で測定した｡測定は夕刻から夜間にかけて行った｡

こ測定結果コ　海底トンネルでの測定データ(Aスコ

-プ)を図2に示す｡ 6秒間隔の40ファイル(240秒)を

位置をずらして鳥かん回的(陰線処理)に表示して

ある｡右側の2列のピークはレ←ザ-ビームが上り勾

配の道路面からの反射による｡この時系列データの

変化から石灰粉は自動車の走行によって持上げられ

次第に弱められながら､風下側(手前)へ流されて

来る様子がわかる｡図2の石灰粉持上げのライダー測

定データを距離自乗補正し産後で､その濃度を距離

方向に加算すると石灰粉の全滅度が求められる｡図

3に自動車通過後の経過時間の関数として表示した｡

60秒(風速1.鍋/Sとして移流距離110m)以後はトン

ネ]L断面内に一様に鉱がり､ 32秒の時定数で減衰し

て行く｡

国母には中山道の道路の中心に治った粉塵濃度の測

定状況とその代表的なAスコープを示した｡その時

系列データを2次元高速フーリエ処理(F F T)　し

た　遠別を図5に示した｡図のピークは粉塵避度が信号

間隔に等しいi50秒の同朋で変動しており､粉塵濃度

が自動牽走行によることを示している｡大気中に浮

遊する物質の移流速度は時系列データの相互作用を

とっ起り､ 2次元F F Tにおける縞状ピークの傾き

から求められるが､まOra/s程度と予測される走行風は

観測できなかった｡これは一つには測定間期が17秒

と長かったことによると思われる｡道路に沿っ灸粉

塵感度の時間変化は自排局の測定値と異なる変化を

示した｡これは道路中心とその間辺では変化が異な

ることによると思われる｡以上可搬型のライダー観

測による排ガスや巻上げ粉塵の挙動の観測を報告L'

た｡測定に関して佐藤勲看および東京都環境科学研

究所の協力を得たことを記し感謝致します｡

1)レ-ザレーダシンポジウム､第9回No.21(1983)､
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第ま0回No｡F20985)､第11回No.Al(1986)｡

伊感､他:東京都環境科研年報(1987)84-91.
伊蘭､他:東京都環境科研年報(1983)3-10.
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Fig.3 Temporal decay of i雨egrateel liぬr

intens聴(range-square corrected),

150 sec
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Fig.4 A-scope and situation of road dust

measuremenもalong NaKasendo Avenue｡
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笹野､他:エアロゾル研究,2(1987)128-133.

H.Baba, e息.a!. Laser　&　Opも｡ Remote Sensing,

掴. 9｡28-10.1,呈987, Cape Cod, USA

6)竹内延夫､他:気象学会(1986年寄)､No.338.
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Fig｡5 2-dimensional FasもFourier Transfαrmation

(FFT) processed data measured aもNakasendo.


